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C:容積比熱 1.2(kJ/m3 • K) 















10 月 ~12 月の 12m杭で 6.28%~12.02%の削減が見込
めるという結果となった。 一方で、中間の採放熱量で算
出した結果、 9m杭で、従来の使用電力の 0.96%~4.07% 、
10 月 ~12 月の 12m杭で、1.96%~7.21%の削減が見込め
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季節 杭 最大採放幣温度 |中間温度差
1月 下旬 温l差(K) 1ー1.07 5.09 
熱 (kJ/h) -37.20 -17.10 
上旬 ;J!l 差 K) -12.30 -3.25 
2月 ト一一一 書事 (kJ/h -41.33 -10.92 
各(1月-3月) 下旬 9m杭 温差(K) -6.34 -2.89 熱量(kJ/h) -21.30 -9.71 
上旬 温度差(K) -7.86 -2.96 
3月 ト一一一 |熱量(kJ/h) -26.41 9.95 
下旬 温度差(K) -8.20 -1.98 熱量(kJ/h) -27.55 6.65 
上旬 温度差(K) 51.60 16.50 
春(4月-6月) 6月 一 9m杭 黙量(kJ/h) 173.38 55.44 下旬 温度差(K) 6.37 -12.20 勲量(kJ/h) 21.40 40.99 
よ旬 温度差(K) 11.70 4.01 
7月 ト一一ー 熱量(kJ/h) 39.31 13.47 
下旬 温度差(K 14.80 6.63 熱量(kJ/h) 49.73 22.8 
夏(7月-9月) 上旬 9m杭 温度差 K) 11.80 4.82 
8月 |黙量(kJ/h) 39.65 16.20 
下旬 温度差 K 13.00 8.55 熱量(kJ/h 43.68 28.73 
9月 上旬 温度差(K) 11.70 7.45 
kJ/h 39.31 25.03 
10月 下旬 温度差(K) 1.20 2ー.56熱量(kJ/h -37.63 -8.60 
上旬 温度差(K) 12.00 -5.88 
11月 黙量 kJ/h -40.32 -19.76 
下旬 9m杭 温度差以) -19.10 -9.58 |熱量(kJ/h -64.18 -32.19 
上旬 温度差附 -20.40 1ー1.00
12月ト一一一 勲量(kJ/h -68.54 36.96 
下旬 温度差(附 -20.50 10.00 
秋(10月-12月) |黙量(kJ/h) -68.88 -33.60 
10月 下旬 温度差(K) 10.20 -1.37 県量(kJ/h 61.20 -8.22 
よ旬 温度差(K) 11.40 -5.09 
11月 ト一一 黙量(kJ/h) -68.40 -30.54 
下旬 12m杭 温度差(K) 18.40 -9.06 熱量(kJ/h) -110.40 54.36 
上旬 温度差 K 19.70 -10.80 
12月 |熱量(kJ/h) 118.20 -64.80 
下旬 温度差(K) 20.10 -10.10 熱量(kJ/h) 1ー20.60 -60.60 
表 3 季節別採放熱量まとめ (夜)




上旬 温度差(K) -11.76 5.46 
2月 トー 熱量(kJ/h) 39.51 1ー8.35
冬(1月-3月) 下旬 9m杭 温度差 K 4.94 3.09 県量(kJ/h) 16.60 -10.38 
上旬 温度差(K) 7ー.27 -3.37 
3月 墜量(kJ/h) 24.43 11.32 
下旬 温度差(K) 8.61 2.88 終量(kJ/h) -28.93 -9.68 
上旬 」黙呈量阜(差kJ些/hL) 45.30 19.10 
春(4月-6月) 6月 ト一一 9m杭 152.21 64.18 
下旬
墨盤皐熱量星皇隼(差k半J笠坐/hL i ) 
3.08 1.62 
10.35 -5.44 
上旬 9.75 2.49 





亙(7月-9月) よ旬 9m杭 8.51 2.99 
8月 熱量(kJ/h) 28.59 10.05 
下旬 温差(K) 11.00 5.7 盛 量(kJ/h 36.96 19.39 
9月 上旬 温E差(K) 7.79 3.85 





上旬 13.70 8.96 
11月 46.03 -30.11 
下旬 9m杭 四 18.70 -12.60 
-62.83 42.34 
上旬 J勲量量産(基kJ盤/hL) -19.80 14.00 
12月 -66.53 -47.04 
下旬 温度差(K) -20.10 -12.40 
秋(10月-12月) |熱量(kJ/h) 67.54 41.66 
10月 下旬 温度差(K) 10.30 5.01 盆L~量度些差t区hi  -61.80 -30.06 
よ旬 13.00 -8.60 
11月 黙量(kJ/h) -78.00 51.6口





12月 114.60 82.20 
下旬 温度差(K) -19.60 12.50 熱量(kJ/h) -117.60 -75.00 
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- I - I . I . I・ I - I 8.70 165.28167.46 
































































Development of Geothermal Energy System with Foundation Piles 
村野昭人福手勤斎藤衛
建設機械の稼働段階の C02排出量 (t-C02) 







燃料消費量=機関出力 (kW) x運転 1時間あたり燃料
消費率 (flkW・h)・・・式3
軽油の比重を 0.84とすると、燃料消費量=40.8(kW) 

















建設機械の稼働段階の C02排出量 (t-C02) 
=59.0 (Uh) X 2.95(kg-C021 f)XlO-3xO.15 (m3) 10.15 
(m3/h) 






運搬する際の C02排出量 (kg-C02) 
=燃料消費量(f)X燃料の C02排出原単位 (kg-C021 0 
+間接 C02排出量 (kg-C02) 
















運搬する際の C02排出量 (kg-C02) 






に発生する C02排出量 (kg-C02) 






Developrnent of Geotherrnal Energy Systern with Foundation Piles 
村野昭人福手勤斎藤衛
量は、 GEOパワーシステムを利用することで、家庭内 ルギー削減効果の合計と C02排出原単位を掛け合わせ
のエネルギー消費量は 640Mcalになる。 よって kWh たものであり、
に直すため単位換算をすると、 0.66+0.80+0.65+0.97+1.28+0.63+0.13+0.13+2.07+ 
640Mcal =640000kcal 2.74 
1kcal=0.001l6kWh =9.93 (kWh) 
640000 xO.001l6 9.93 (kWh) x 0.463(kg-C02IkWh) 
=742.40kWhとなる。 =4.60 (kg-C02) 
となる。
C02排出原単位は 0.463(kg-C02) であるため、年間 通常のエアコン使用、 284.llkg-C02の排出と比較した
の排出量は 割合にすると、1.62%と小さな値にとどまっているが、
















合には、 C02排出量の面では年間 290.65kg-C02削減 システムについて検討した。地中温度は、実験サイト内
できるという結果となった。 においても地中 9m以下において安定していることが
図 3に利用期間ごとのライフサイクル C02を示す。 分かつた。最も安定して採熱できた秋季の 9m杭では、







コンを 1台使用する場合では、 284.llkg-C02の排出と 率を評価するために、 ライフサイクル C02や費用対効
なった。地中熱利用で削減できる排出量は、年間のエネ 果を他の技術と比較することが挙げられる。
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